




要約:極低出生体重児の母親のもつ育児不安の解消及び健全な母子関係の確立を目標に、

神戸大学周産母子センターを退院し修正月齢 6か月に達した極低出生体重児と母親を対象

にして、神戸市総合児童センター、児童相談所と協力して親子教室を開設してきたが、本

年度は兵庫県立こども病院周産期医療センター、神戸市立中央市民病院新生児センターの

参加を得てひろく地域全体での展開を試みた。参加人数が増加し、受入側の人員を増員す

るなど対応に苦労があった。間題点としては、広域から入院患者を受け入れていることも

あり、地理的な問題で参加できない母親が多く、今後地域の福祉機関との連携が必要であ

る。また、これまでの実績が評価され、この教室が市の事業として組み入れられる予定で、

今後は保健婦の参加を得ることによって、保健婦の未熟児に対する訪間指導の充実などが

図られると考えられる。


